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長ながつかたかし
塚節の歌集『鍼
はり
の如
ごと
く』考
──
 ＂写生主義＂を超えて
 ──
千
　
葉
　　　
貢
一、節と子規の出会い───＂写生主義＂の時代
　
時の新聞『日本』 （明治二十二年創刊）は、明治三十三（一九〇〇）
年二月十五日付けにて第二回の短歌募集（課題は「森」 ）を伝えた。長塚節はこれに応募し二首入選、掲載された。その二首とは、次の通りである。　　
・野を行けばただに楽しく森行けばこととしもなくものぞ偲ばゆ
　　
・すがの根のながながし日も傾きて上野の森の影よこたはる
　
節は喜び、選者である竹の里
さとびと
人・正岡子規宅を訪問する。その訪問
は明治三十三（一九〇〇）年三月二十七日 所在地を確かめ、翌日の二十八日午前に伺い、初対面を通じて入門を果たす。時に節は二十一歳、子規 三十 歳であった。───「さて、この二十七日というのは非常に天気もよい日であったが、午後から出掛けた。黒塀をぐるっと廻って前 見て置いた門のところに出ると、立派な人力車が一台主
人を待って控えて居て、そっと玄関を見ると客の下駄のようなものが二三足並んでいる。思い切って這入ろうかと思ったが何となく気臆
（ママ）
れ
がして二三遍行 たり来たりした儘、 うとう門の扉を押し明ける勇気も出ないで悄々とし 帰っ 仕舞 た。翌日は人に先んぜられないようにと思っ 午前に 。 」 （ 『長塚節全集』 春陽堂、 第五巻十二頁。「竹の里人（二） 」の章より現代仮名遣いに改めて引用。初出は『馬酔木』第九号。明治三十七年二月二十七日発行）
（注１）
などと、子規亡き
後に振り返っている（子規は明治三十五年九月十九日に病没。享年三十五） 。　
子規は、 「維新の大業は偏鄙の偏鄙の、遠国の遠国の薩長土肥とい
う田舎者によって成就せられた。然るに文学のルネーサンスには田舎者があずかる事が出来ぬとあっては、 道理が合わぬでは無いか。 」 （ 『子規全集』講談社、第五巻四三八頁、 「ホトトギス第四巻第一号のはじめに」 〈明治三十三年十月三十日〉より引用）と述べており、自ら出自を含めて「田舎者」に期待を寄せていた、ということ ある。
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やがて、子規は「天然を写すのであるから、天然の趣味が変化して
居るだけ其れだけ、写生文写生画の趣味も変化し得るのである。写生の作を見ると、一寸浅薄のように見えても、深く味わえば味わう程変化が多く趣味が深い。 （中略）写生は平淡である代わりに、やる仕損ないは無いのであ 。そうして 平淡の中に至味を寓するものに至っては、其の妙実に言う可からざるものがある。 」と述べたうえで、さらには「写生が出来ないで全幅の精神が見える筈が無い。 」 （ 『明治文学全集
　
正岡子規集』筑摩書房、二七九頁、 「写生・写実」の章より
引用）とも述べている。　
節は、 師である子規の、 このような主義主張の理解に努めながら多く
の短
うた
歌を詠む。 例えば、 「竹の里人をおとなひて席上に詠みける歌」
（注２）
という「詞
ことばがき
書」を添えている十首のなかに、次のような短
うた
歌があるの
で紹介したい。　　
・歌
うたびと
人の竹の里人おとなへばやまひの床に絵をかきてあり
　　
・荒
あれには
庭に敷きたる板のかたわらにふる鉢ならび赤き花咲く
　　
・生垣の杉の木ひくみとなり屋の庭の植木の青芽ふく見ゆ
　　
・茨
ばら
の木の赤き芽をふく垣の上にちいさき虫の出でて飛ぶ見ゆ
　　
・人の家にさへづる雀ガラス戸の外に来て鳴け病む人のために
　　
・ガラス戸のなかにうち臥
ふ
す君のために草萌え出づる春を喜ぶ
　
節は、初対面（入門）から一年半余りにして、師の子規を失う。そ
れでも節は自らの処世観や創作の姿勢を醸成しながら、 実践に勤しむ。例えば、 「今鉄幹一人ノ論ヲ聞キテコレヲヨシトスルモノハ誤リナリ。
心酔者ナリ。言論ハ其ヨツテ来ルトコロノモノトヲ探リ、両者ノ論旨ヲ比較シテ始メテ其可否ヲ言フベシ。凡ソ人識高カラザレバ漫リニ人ノ言ニ服シ易シ、故ニ一人ノ言ニノミ聞クハ頗ル危険 コトナ 。今若シ鉄幹ノ論ヲヨマン人ハ敵手タル子規ノ文ヲヨメ。余ハ固ク信ズ。鉄幹ハ迷ヘリ、子規ハサメタリ。迷者ノ ハ危ク、醒メタル ノ言ハ聞クベシト。明星ヲ無二ノ友トシ、 鉄幹ノ歌ヲ歌ナリトスル ハ、遂ニ歌ヲヨミ得ベキニアラザルナリ。歌ヲヨマントスルモノ 万葉ヲヨメ、万葉 マンモノハ日本ヲヨメ、子規ノウタヲヨメ、而シテ明治ノウタハナルベシ。 」 （明治三十三年十月十日付け、 寺田憲宛書簡。 『全集』第六巻二七頁）と伝え、さらには、伊藤左千夫の「歌譚抄」に対する「歌譚抄を読みて」 （明治三十八年五月『馬酔木』に掲載）のなかで、 「万葉に依拠するはいいが、つけ元気で 自分に還ることを忘れる弊があ 。この弊 除くためには 天然を写生せねばならぬ。直ちに天然に接触して写生するというのが現在の急務である。 」と説いている。左千夫は同じ明治三十三年に入門した同志であり、終生の歌友である。時に三十七歳にして、節より十六歳もの年長者であった。　
やがて「小生は自己の唯一の資本たる努力は、毛頭をしみ申すまじ
く候
　
骨折ることを以て小生は唯一の武器と心得居り候
　
田舎者は到
底田舎のことを書くより外は無之候」 （明 四十年十一月二十六日付け、岡三郎宛書簡。 『全集』第六巻二一四頁）などと伝え おり、子規が提唱した「写生主義」の理解と実践に努めていく。　
節は、亡き子規の教えを念頭に入れながら、 「写生する」という手
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法に徹し、精進を重ねていたであろうことは想像に難くない。その一端を証左するかのように、　　
・
 鬼怒川を朝越え来れば桑の葉に降りおける霜の露にしたたる （明治三十六年「雑詠十六首」 ）
　　
・
 此の日ごろ庭も掃かねば杉の葉に散り重なれる山茶花 花（明治三十七年「秋冬雑詠」 ）
　　
・
 馬うまおい
追虫の髭のそよろに来る秋はまなこを閉ぢて思ひ見るべし （明
治四十年「初秋 歌」 ）
　
などと詠
うた
われ、節の代表作として今も猶愛唱されているのだから、
信念を抱いて真摯に取り組んでいたことを如実に示す 「資本たる努力」の成果に他ならない。これは「巧詐は拙誠に如かず」 （ 『韓非子』説林篇）という姿勢であり、 「後生、畏る可し」 （ 『論語』子罕篇）ということであろう。　
やがて「写生主義」の手法は短歌にとどまらず「写生文」へと進展
し、拡充の過程を辿る 「写生文」の創作を試みながら（明治三十九年の短編小説「炭焼の娘」 、同四十年の紀行文「佐渡ヶ島」 、そして同四十三年の長編小説「土」の連載に至る）実践に挑み 実感を告白している。そ 実感とは、 写生文は或る天然人事を写生する文章 、其天然人事を読者 眼前に髣髴せしむ ためには精細な描写を要する。精細に描写するということは、一方極端に省略することである。則ち無駄な部分を省くこ である。 」 （ 「本誌『為桜』過去一個年間の文章に就いて」より引用 『全集』第五巻四二頁）という自説を試み
るかのように、写生文の創作に努める。そのため短歌の創作が少なくなる。数えると、明治三十六年が二〇一首、同三十七年が一七九首、同三十八年が二五二首 同 九 六七首、同四十年が一〇九首、同四十一年が四一首、同四十二年が二首、と激減（歌の数は『長塚節の人間と芸術』教育出版センター、 四三頁。木戸清平「長塚節の『土』に関する考察」と題する論考より引用した。筆者も念のために全集本にて数えてみたが 様であった）している。　
節は短歌を詠みながらも、遂に短編小説「炭焼の娘」を創作する。
この作品は、明治三十九年の「七月二十五日発行の『馬酔木』創刊三週（ママ）
年記念号に（中略）青果の筆名で発表」されたものであり、 「これ
は六か月かかって書き上げた苦心の作で、写生文家からは注目される。 」と、 『全集』のなかの「年譜」 編著者・大戸三千枝が伝えている（ 『全集』第五巻五五二頁の上段から下段にかけて引用） 。続いて、短編小説「芋掘り」を明治四十一年三月一日発行の『ホトトギス』誌上に発表する。そして 「小生は近来更に歌なく面目相立ち不申候（中略）小生は近来文章の頭になりて、歌 ますま 出来不申候」と久保田俊彦（島木赤彦）宛書簡（明治四十一年三月十日付け）にて伝えている（ 『全集』第六巻二二二頁） 。さらに、明治四十一年九月二十日付けの久保 では 「近来小生は作歌 勇気も失せ候ためか、妙な頭に相成容易に他人の歌に感服出来兼ぬることに有之候
　
炭焼の娘を書きし時は稿を改むること前後六回程にて、八頁
のものに六ヶ月を費やし申候
　
恥を言わねば分かり不申候へ共事実此
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の如く候
　
然し其時以来人の文章を見て是非の判断に苦
（ママ）
まぬように相
成候には自分ながら喫驚致し候」 （ 『全集』第六巻二五六頁）とも伝えている。　
その「写生文」という「散文」の主題は、 「我が郷の田野の写生」
であり、 「余は天然を酷愛す」 （明治四十二年二月二十五日発行、 『為桜』第三十六号に掲載「写生断片」の冒頭文。 『全集』第五巻三三頁）という心境を表明したように、 「写生文」の創作に苦慮していたということである。またしても作歌の苦渋や激減を裏づけるかのように、明治四十二年九月十四日付け、佐久間政雄宛の書簡には、 「小生自ら近来全く散文的の頭脳に相成、歌に全く絶縁致し来り候故に有之可申候　
現今に於ては何人の作を見ても、感服すべきものを発見致さず、感
情を主とすと称せらるる歌よりも、却 文章に於て切実 る感情を表現するに便利にして、且つ実際の傾向が如此もの有之候状態、小生遺憾と 処に有之候」 （ 『全集』第六巻二九六頁）と伝え、後の大作「土」 （明治四十三年六月十三日〜同十一月十七日までの一五一回にわたり、 『東京朝日新聞』に連載。節は時に三 一歳）の構想や執筆の準備に打ち込み、余念がなかったのだと思われる。　
───こうして苦心の過程を経て、 長塚節の唯一の長編小説 「土」 は、
創作の完成を迎える（猶、長編小説「土」は、連載完結後の明治四十五年五月十五日、夏目漱石の「 『土 就て」と題する懇切丁寧な序文を添えて、春陽堂から単行本として出版された） 。
二
 、 ＂写生主義＂を超えて───「乗鞍岳を憶
おも
ふ」
試練
　
長塚節は明治四十四年四月、 三十二歳にして黒田てる子（二十二歳、
日本女子大学校在学）と婚約し、てる子の卒業を待って華燭の典を挙げることになった。この二、 三年前には、 「近来小生は作歌の勇気も失せ候ためか、妙 頭に相成容易に他人の歌に感服出来兼ぬることに有之候（中略）小生旅中一首も無之候
　
興来らば作らむと思ふ個所は少
し頭に残し置き候
　
小生の頭の妙に変りしは、文章を書きはじめてよ
りに有之候」 （明治四十一年九月二十日付け、久保田俊彦（島木赤彦）宛書簡。 『全集』第六巻二五五〜二五六頁）や 「小生自ら近来全く散文的の頭脳 相成、歌は全く絶縁致し来り候故に有之可申候」 （明治四十二年九月十四日付け、 佐久間政雄宛書簡。 『全集』 第六巻二九六頁）などと伝えていたのだが、 その固 閉ざされてい 歌詠みの「妙な頭」や「散文的の頭脳」と言えども、醸成されていた歌心が、婚約を契機にして堰を切ったかのように溢れ出し 見事なまで 「冴え」わたり結実する。その再燃 端緒であり、絶唱が「乗鞍岳を憶ふ」と題する一連の十四首である。こ 冒頭を飾ったのが 次の二首である。　　
・落葉松の渓
たに
に鵙
もず
鳴く浅山ゆ見し乗鞍は天
あめ
にはるかなりき
　　
・鵙のこえ透
とほ
りてひびく秋の空にとがりて白き乗鞍を見し
　
一連の十四首は、 『アララギ』の子規十周忌記念号（明治四十四年
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九月発行）に掲載され、 これまでの「写生主義」の歌から始まり、 「写生文」を試みてきた苦悩の過程に伴う所産であり、先師である子規との離れ難い因縁を証左する「記念」であると、言わざるを得ない。その「記念」となった「乗鞍岳を憶ふ」と題す 一連の十四首は、 「乗鞍岳といふことが只小生には嬉しくて何も彼も弁へ不申候
　
十四首の
歌は僅なる感興のために成り申候
　
而して共感興を喚び起したるもの
は、貴兄より賜はりたる焼岳の絵葉書に有之候
　
更に又『乗くら岳の
右の方に当りて』 一句、乗鞍岳の印象を小生の脳裡に新にしたるが故に有之候
　
小生をして僅かながらに再び呼吸するを得しめたる
は全く貴兄 候」 （明治四十四年八月六日付け、 胡桃沢勘内宛書簡。 『全集』第六巻三五六頁）と伝えているように 信州在住（宛先は長野県東筑摩郡島内村、となっている）の友人である胡桃沢勘内より届けられた「焼岳の絵葉書」に触発され、かつて 旅の印象も含めた「共感興を喚び起したる」絶唱であり、一時的に衰退していた歌心の再燃して高揚の結実なのだというこ である。この節
たかし
の言動について梶木
剛は、 「節が『乗鞍岳』という三文字 一瞬のうちに想起し のは、あの作歌的に最も愉快に充実して た『羇旅雑咏』の旅 全行程で、その充実感の象徴として 映像が選ばれ、節はそれを鮮明に思い浮かべて対することになっ 。 」と述べ、さら 「しかしこれだけではなお、三年間枯渇していた歌ごころを呼び起 し 『乗鞍岳憶ふ』と う限定で作歌をなさしめるには薄弱なものである。 梶木剛『長塚節』芹澤出版、一四六頁） 続けている。
　
梶木剛は「婚約」の慶事や、近づいていた「子規」の十周忌、ある
いは『アララギ』の特集、 「子規十周忌記念」に寄稿したいとして節目を忘れずに精進を重ねていた、律義な節
たかし
の人柄を考慮せずに「しか
しこれだけではなお、 （中略）歌ごころを呼び起こし、 『乗鞍岳を憶ふ』という限定で作歌を さしめるには薄弱なものである」と判断したのであろう。従って、私のいう「歌心 再燃にして高揚の結実」とは、若杉慧が詳細な分析のうえで論証 ているよう 「婚約した いう事実と重なり、 かつ促さ たのだと言っても間違いでは いだろう。若杉慧は一連の十四首を引用しながら、 「これまでの節の歌と着眼の非常にちがう点に注意」し、 「これまで も山をうたえるも は幾つもあるが、 こういう霊峰観は た。 霊峰観とい より女神化といってもよい。 」 （若杉慧『長塚節素描』講談社、二二一頁）と、見事に解明し いる。全く同感と 他はない。　
つまり、 「乗鞍岳」は婚約者である「黒田てる子」の擬人化であり、
感情移入に伴う女人讃歌なのである。だから、 「乗鞍岳を憶ふ」と題する一連の十四首は、先師・子規の教えを受容して来た 写生主義」からの超克にして心の奥の横溢、累積した深層心理の具現である 節の人生そ もののよう 創作 道もまた変遷を余儀なくされ 「霊峰観」にとどまらず新境地を導き出した心の苦節であり、最善 結果が生み出されたのだと言えよう。
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三、 「病中雑詠」──＂叙情＂をうたう
　
長塚節は明治四十四年四月、 三十三歳にして黒田てる子と婚約した。
許嫁の卒業を待って華燭の典を挙げることになっていた、とは前述した通りである。ところが、同年の八月に入る 、節は喉（のど）に痛みを覚え始め、次第に咳が激しく出るよう なった。十一月に上京して診察 受けると 「喉頭結核の疑いあり」という診断であ た。翌月より下谷中根岸の根岸養生院に入院 、一回目の手術を受ける。節は三、 四年余命を延長して、地元近郊の霞ヶ浦沿岸を題材に、かつ描写した長編小説を、もう一篇書きたい 願いながらも（ 「土」は明治四十三年六月十三日〜同十一月十七日まで 「東京朝日新聞」 に連載し、完結済） 、不治の病と観念してしまった自らの不運な境遇を思い、黒田てる子との婚約解消を決意したのである。　
節は「婚約解消」を申し入れた直後、てる子の兄・昌恵に宛てた書
簡（明治四十四年十二月二十五日付け）の一節に、 「運命 は存候へ共御令妹様に対しては誠に申様もなく御気の毒に存申候
　
それのみ念
じ申候
　
小生は来月半ばまでは入院可致様申そえられ候へば或は来月
一杯はかかり可申かと存申候」 （ 『全集』第六巻三七一頁） り、自らの両親に宛てた書簡（明治四十四年十二月二十六日付け） も、 一昨日黒田氏の妹見舞に参られ申候
　
私は生憎不在に致して残念仕候
　
莫大小の寝巻 枚と手紙一通風呂敷包のまま置いて帰られ申候
　
看護
婦へも心づけなど致し候由、四度此の病院の前を素通になして五度目の一昨日漸く参候とのこと誠に可然と存申候
　
昨日黒田氏へ一応挨拶
は申候（中略）妹御は本人の為を第一にして如何様にも御処置せらるべく候
　
私方は御懸念被下まじとの旨申添申候
　
只今の処此方のとる
べき道他には無之と存申候」 （ 『全集』 六巻三七二〜三七三頁）と伝えており、配慮や苦悩のほどが伺える。　
──やがて、婚約解消にして破談という不本意な体験が契機となっ
て、 「病中雑詠
　
其その
一」 、 「同
　
其二」と続け、合計六十五首の創出に
駆られたのである。 「病中雑詠」という表題からして、恐ろしい病名を宣告さ ことや、婚約を断念したことな に伴う動揺は隠し得ないままに、沈着冷静に己を顧み、その時々に溢れる切実 思いを掬い上げたり、胸底より湧き上がる悲痛な情 を汲み上げたりするかのように詠
うた
い続けたのである。 「病中雑詠
　
其一」 （明治四十五年）は、次
の二首から始まっている。　　
・
 生きも死にも天
あめ
のまにまにと平らけく思ひたりしは常の時なり
き
　　
・我が命惜しと悲しといはまくを恥ぢて思ひしはみな昔なり
　
という冒頭の二首は、 「 〈生〉と〈死〉の人間の二大事実を対象とし
て一種諦観を交えるかに見える歌である。それゆえか哲学的な、観念の世界を直截に歌っている。 」 （市村与生『長塚節の短歌』創林社、一五五頁） という市村与生の説明を加える でもなく、 「乗鞍岳 憶ふ」（一連十四首）までは身体の不調に気づかなかっただけに、作歌とい
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う創作の動機や主題を含め、決定的な相違に覚醒せざるを得なかったのである。　
先師の正岡子規は、 『病床六尺』のなかで「余は今まで禅宗のいは
ゆる悟りといふ事を誤解して居た。悟りといふ事は如何なる場合にも平気で死ぬる事かと思つて居たのは間違ひで 悟りといふ事は如何なる場合にも平気で生きて居る事であつた。 」 （正岡子規『病床六尺』岩波文庫、四三頁）と、明治三十五年六月二日付けのなかにて記している（因みに 子規は同九月十九日に長逝） 。節もまた先師と同じような状況に陥り、覚悟を迫られたものの、まだ「悟り」きれない不安や動揺、焦燥、未練などが「病中雑詠」 なかの「雑詠」に反映されていると思われ のだが うだろう。それでも「病中」という避 難い悲劇や苦痛と向かい合う 哀切な告白であり叙情の流露である。その「病中雑詠
　
其一」 （全十二首）は、 「我が病」という題で『アララ
ギ』 （明治四十五年二月発行）に掲載された。例えば、次のような短歌がある。　　
・
 しかといはば母嘆かむと思ひつつただにいひやりぬ母に知るべく
　　
・なにしかも命悲しといはまくに答ふることは我は知らぬに
　　
・
 衰ふる我が顔さびしここにだにあけに映
は
えよとあけの紙貼

る
（注３）
　
などと詠
うた
いながら病院の一室にて明治四十五年の夜明けを迎えた。
その「詞
ことばがき
書」のなかには、 「余命は僅かに一年を保つに過ぎざるべし。 」
と、病に対する覚悟とも諦観とも思われる一節があり、先師・子規のように「悟り」が近い。節は病魔に冒されながら、 それでも詠い続け、それでも生きて行く。　
さて、病床に伏す節の心境は複雑極まりなく、次第に冷静ではいら
れない日々になったことであろう。なぜならば、昨年の暮れ（明治四十四年十二月二十四日）には、婚約者であった黒田てる子が見舞いのために来院するという予期しない厚意に感泣したのだった。節は自らの恋情を悟り、慕情の炎と化したのである 意中の「相
そうふ
逢」に伴う
結晶は、 さらに 「病中雑詠
　
其二」 （全五十三首） と題してまとめられ、
明治四十五年四月発行の『アララギ』にて公表されたのである。これらの主題からして、すで 「写生主義」の域を超え、叙情を醸すべく道を辿り、精励していたということである。　　
・四十雀なにさはいそぐここにある松が枝にはしばしだに居よ
　　
・鬼怒川の篠に交れる鴨
つゆくさ
跖草は刈る人なしに老ゆといはずやも
　
という冒頭二首に先立ち、 「其一」の巻末に、異例と思われる長文
の「詞書」を添えている。恐らく結びの一首 あけに映え 」 いう句に託した「病中」に加え、同じ動機に基づくものであろう。それは「明治四拾四年十二月廿四日、ふと出あるくことありて此の ばかり夜に入りて病室に帰り来れば、むすびし儘に派手なる袱紗 つつみ一つ電燈のもとにおかれ 」で始まっている。この事は、節の外出中に黒田てる子が密か 病気見舞いに来室し 「心づくし 品」 寝巻」と、 「赤
、、
きインキもて書かれし手紙」 （傍点・千葉）を置いて帰っ
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て行ったというのである。続けて、 「今は悔ゆれども及ばずなりぬ、されどわれ生れて三十三年はじめて婦人の情味を解したるを覚えぬ、我は感謝の念に堪へず、其の人一たびは我と手を携ふべかりつるに悪性の病生じたれば我に引き止めむ力もなく、斯くて離れたるものの合
（ママ）
ふべき機会 永久に失はれ果てぬ、其の夜はふくるまで思ひの限り長き手紙に筆執りて、生涯の願ひいま一たびおとづれ給ひてんやと書きつけけるを、夜もすがら思ひは掻き乱れて 明くれば痛き頭を抑へつつ庭の寒 梢に目を放ち 」 （ 『全集』第三巻三二五〜三二六頁）などと悔恨や未練を募らせている。だからか、再度の来訪を願い がら、てる子の兄・昌恵宛の書簡（同十二月二十五日付け）や、両親宛の書簡（同二十六日付け）にて感慨 含め、 「其の夜はふくるま 思ひの限り長き手紙」 （文面の一部は前出）を綴っ というのである。　「詞書」 のなかの 「其の人」 とは、 婚約解消を申し入れたばかりの 「黒田てる子」であることは言うまでもなく、 「詞書」が異例 長さに及んだ理由とて、予期しなかった突然 訪問による「婦人の情味を解したる」所以の恋情であり、切ない慕情であった 違いない お互いに一年のたった一日、一日のたったひと時の逢瀬も叶えられず、永遠の惜別を余儀なくされた いう事実 果たして運命という他はな 。の世はこれほどまでに無情にして、計り知れない無常 ことであろう。無常とは、古人の教えに従うまでも く「川 流れ」 知ることと共に、人と人との間 漂う悲哀の流れを察することな であろう。人は会いたいという絆を求め、人知れずに結ばれながらも、叶
え難い悲しみに耐えているのだから──。　
黒田てる子の見舞いは、結ばれなかった絆の果ての悲しみに促され
るままに、破談の理由として伝えられた病状の確認のためであり、拝眉の上で納得しようと た自発的な行為であったと推察しては、邪推になろうか。その目を見つめ合うことも、言葉を交わすこともなく、残されていた「赤きインキもて書かれし手紙」 （このことは「其一」の末尾に、 「あけに映えよ」 「あけの紙貼る」と詠われている一首を紹介した） 、そして「心づくしの品」を包んでいた「袱紗」の地がつゆ草色であったという名残りを惜 むばかりである。節は矢も楯もたまらず、詠
うた
わずにはいられなかったことであろう。その短
うた
歌は次の通り
であり「相聞歌」である。　　
・鬼怒川の岸のつゆ草打ち浸りささやくことは我は聞けども
　　
・今にして人はすべなし鴨跖草の夕咲く花を求むるが如
　　
・我が病いえなばうれし癒えて去
い
なばいづべの方にあが人待たむ
　　
・
 癒えぬべきたどきも知らず病みたれば悲しと来しに我は逢はぬに
　　
・打ち萎
しな
えわれにも似たる山茶花の凍れる花は見る人もなし
　
　
節はその名を心に再来を待った。だが、恋しい人の訪れはなく、無
情の日々は切なく流れ、無常の時は虚しく過ぎるばかりであった。淡い期待を胸底に秘めながら 離れて久しい家郷や母のことなども脳裏に浮かべたことであろう。節は大地主 長男、父は婿養子にして留守がちな地方政治家（茨城県会議員、一時議長を務める） が農事全
− 106 −
千　葉　　　貢
般の差配はもとより家計を守っていた。その母を思う短
うた
歌が続いてい
る。　　
・我を思ふ母を思へばいづべにかはぐくもるべき人さへ思ほゆ
　　
・我病めば母は嘆きぬ我が母の嘆きは人にありこすなゆめ
　　
・
 生いのち
命あらば見るよしもあらむしかすがに人やも母といはばすべ
なし
　　
・おもかげに母思ひ見れば人遂
つひ
に母たりなむと思ひ悲しも
　　
・かくのごとありける花を世の中に一
ひとり
人ぞ思ふ其の遙けきも
　
節は、自らの不運に身悶えると共に、病に見舞われた倅を案ずる孤
独な母を思い浮かべ、夜毎に枕を濡らしたことであろう。従って、節の「病中雑詠」 （全六十五首）の数々は、 「病」に冒されていく身体を抱えながら、 「生れて三十三年はじめて婦人の情味を解した」という慕情や恋情 、伏流水のように湧きあがり、通奏低音 よう 響きわたっていることを 聞き漏らしたり見逃した して ならない いうことである。だから、 その特徴は「気分や感覚を表現する叙情の世界」にとどまらず、 「生死に関する実感表出期ともいえる晩年の作風」 （小瀬千恵子『長塚節文学考』桜楓社、七六頁）へと拡充 ていく成長期の作品として位置づけられ、間もなく心情の張りに培われた「冴え」の境地を訴え、 「叙情の世界」の醸成に導かれながら「鍼の如く」へと昇華し、結実していくのである。
四、 ＂叙情＂を醸す忍
にんにく
辱の日々
　
ゆく河の流れは絶えずして、しかももとの水にあらず。よどみに浮
ぶうたかたは、 かつ消えかつ結びて、 久しくとどまりたるためしなし。世の中にある人と栖
すみか
と、又かくのごとし。──
　
これは御存知の通り、名調子で始まる『方丈記』 （市古貞次校注を
参照。岩波文庫）の冒頭である。作者は、言うまでもな 鴨長明である。 『方丈記』は、 「ひたすら事実を正確に伝えることに徹しています。これぞ、記録文学と言えるもので 。 」 （山口仲美『日本語の古典』岩波新書、一二二頁）という指摘 通り、時世を経た今でも「記録」数々が参考になる。　
鴨長明は、平安末期の久寿二年（一一五五）に生まれ、鎌倉初期の
建保四年（一二一六）に亡くなった 伝 られている 五十三歳の時に、京都の東南にあたる日野の里に方丈（三メートル四方）の庵 建てて隠棲し、五十七歳で『方丈記』を執筆したという。長逝 る四年前の建暦二年（一二一二）のことである。そこには平家一門の盛衰ぶりや権力闘争を始め 数々の身近な事件や震災、風水害など 記録に加え、身をもっ 過ご ていた感慨や体験談が実証的に描写されている。いずれの事実も生死一如の諸行無常に過ぎないことを説い のであろう 鴨長明は、まさに武士の台頭に伴う下剋上の時代 いう激動のなかを生きたのである。
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さらに時代は下っても、生死一如の無常は変わらない。この普遍的
な無常観について多角的に説いたのが、 吉田 （卜部） 兼好 『徒然草』 （元弘元年〈一三三一〉頃完結か）である。そこには、 「生・住・異・滅の移り変はるまことの大事は、猛き河のみなぎり流るるがごとし。しばしも滞
とどこほ
らず、直ちに行ひゆくものなり。されば真俗につけて、必
ず果た 遂げむと思はむ は、機嫌を言ふべからず。とかくのもよひなく、足を踏みとどむまじきなり。 」 （第百五十五段）と述べ 『方丈記』と同じように生死を河の流れ 喩え いるのだが、 「真俗 つけて（中略）機嫌を言ふべからず」とのことだから、何事に於いても自然の摂理に従うべきであり、 「機嫌」に等し 傲慢な御為ご しや、知ったかぶりを言うべきではないとのことである。人間の偽善や理窟に翻弄されてはならないと、言って るようにも聞こえるのだがどうだろう。また、 同じ段の末尾には、 次 ような文言が加えられ 。　　
　
生・老・病・死の移り来たること、またこれに過ぎたり。四季
はなほ定まれるついであり。死
しご
期は序
ついで
を待たず。死は、前よりし
も来たらず、かねて後ろに迫
せま
れり。人皆死あることを知りて、待
つことしかも急ならざ に、覚えずして来たる。沖の干潟遙かなれども、磯より潮の満つるが如し。
　
即ち、 「四季の場合と同様に、生と死とは別のものではない。死は、
生のなかにひそみ、 それが現れる時期は予測不能だ。しかも 生・老・病・死 四苦の交替は 四季の変化と違って順序通りには来 。 」（ 『徒然草』角川ソフィア文庫、 二〇四頁。武田友宏の解説）のだから、
「機嫌を言ふべからず」 ということなのである。そこで兼好法師は、 「第一の事を案じ定めて、その外
ほか
は思ひ捨てて、一事を励むべし。一日の
うち、一時のうちにも、あまたの事の来たらむなかに、少しも益
やく
の勝
らむことを営みて、 その外をばうち捨てて、 大事を急ぐべきなり。 」 （第百八十八段）という処世術を教えている。これは人生、何事かを成すには短い日々なのだよ、という戒 でもあろう。同じような教訓はすで 「大事を取る」 か 「大事の前の小事」 「大事の中の小事なし」などと語り継がれてい ものの それでいて何が大 なのかと見極めるのが難しい。　
また、兼好法師は「目の前の事にのみ紛れて月日を送れば、事々な
すことなくして身は老いぬ」 （第百八十八段）とも語っ いる。さらには「人は、より善く生きようとし 、なおさらせわしなく何かに忙殺される。生の犠牲 上に を築こうとするのだ。人は、これを 次にはあれを、と考えをめぐらせ、遠 将来のことまで思 を馳せる。ところが、 この先延ばしこそ生の最大の浪費なのである。先延ばしは、先々の とを約束す ことで 次の日が来るごとに、その一日を奪い去り、今 いう時を無 する期待である。 （中略）来
きた
るべき未来のも
のは不確実さ なかに る。ただちに生きよ。 」 （セネカ 〈大西英文訳〉『生の短さについて』岩波文庫、三一〜三二頁）という教示も忘れられない。人の生き方は、古今東西にわ って問われ 来たも の、解釈や説明だけにとどまっているのだから、これからも問われ続けるであろう。いずれも、死という永遠に対して生 儚さを知 人間 必然
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であり、日々老化の身に喘ぐ無常観である。だから、いくらその生き方について考察し解釈しても、 『論語』のなかの「未知生、 焉知死」 （いまだ生を知らず いずくんぞ死を死らんや）ということであり、 「されば、人死 憎
にく
まば、生
しょう
を愛すべし。存命の喜び、日々に楽しまざら
むや。 」 （ 『徒然草』第九十三段）という一節もまた、共感しやすいけれども神妙な見識であり、果たし難い境地で ある。　
わが長塚節に於いては、先師・正岡子規の遺言に等しい、 「悟りと
いふ事は如何なる場合にも平気で死ぬる事かと思つて居たのは間違ひで、悟りといふ事は如何 る場合にも平気で生きて居る事で つた。 」（ 『病床六尺』 ）という教訓に加え、 「委細は面会の節話すべし。一家の私事だけ も忙しいといふやうな能無しでは役に立たぬ。其傍で一村の経営位には任じなくて ならぬ。君は東京へ出て来ることを道楽か何か やうに思つて居るか知らぬがそれは大間違ひだ。時々東京へ来て益を得て帰るやうに努め は 田舎に引込んでしまつてそれで忙しいなどと言つてゐるやうで 困る。僕 ど 物 贈 るには珍しいものを要せぬ。水戸の名菓などよりは君の手つくりの大根か蕪の方が善 。 今度のやまと芋の如きは甚だありがたく感ずる。 」 （節宛、明治三十五年八月十九日付け書簡の後半部。子規は、翌九月十九日に長逝。 ）などという文面から漂う箴言を 時に二十三歳の節は後生大事 心掛け、生家を含めて村の振興に寄与すべく「耕作手帳」を作成し、 「結城郡農会堆肥共進会」 主催 て 「三等賞」 の 「褒状」 （明治四十五年二月二十四日付け。その 「褒状」 は石下町地域交流センター
六階展示室にて拝見。石下町は現在、常総市）を受賞したり、筍栽培や炭焼きの導入を図るために、教えを請いながら房総半島の山々を歩いたり、意欲的に努め いる その途上や旅先にて見聞したことが創作の糧となり、意欲も掻き立てられた である。 ずれも早世した先師の遺訓に忠実だったということである。　
先師の遺訓は、節の言動や創作の過程においても反映されているの
だから見逃せない。つま 市村与生 「 〈生〉と〈死〉の人間の二大事実を対象として一種の諦観を交えるかにみえる歌である。それゆえか哲学的な、 観念の世界を直截に歌っている。 」 （前出）と評された、「乗鞍岳を憶ふ」 （明治四十四年） と題する一連十四首から 「写生主義」を超えて叙情が漂い始めたのである。そして、 「病中雑詠
　
其一」 （十二
首。明治四十五年二月発行の『アララギ』に発表）に続 て、 『同
　
其二」 （五十三首。同四十五年四月発行 『アララギ』 発表） を経て、大正三年に至り 『鍼の如く』 （其一から其五まで。其一から其四までは、同六月から九月にかけて『アララギ』誌に連載。其五は翌年の同四年一月『アララギ』 発表）だけでも、計二三 首を数えるほどの結実を見たのである。大正三年（一九一四）十二月には病状 悪化 来たし、翌年の一月、 「鍼の如く
　
其五」の掲載を確かめたかと思われる
や否や 診察や治療を兼ねていた遠来の 州大学附属病院の隔離棟に収容され、さらに加療を受けたものの間もなく重態に陥り、大正四年の二月八日に客死した。時に三十六歳であった。　
長塚節の晩年は、先師・正岡子規と同じく病魔に冒されながら、恐
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らく「存命の喜び、日々に楽しまざらむや」 （前出）の余裕もなく、ましてや 悟りといふ事は如何なる場合にも平気で生きて居る事であつた。 」 （子規 『病床六尺』 のなかの明治三十五年六月二日付けの一節。同書は明治三十五年五月五日〜長逝する二日前の九月十七日ま一二七回にわたっ 新聞『日本』に連載）という病床での心境、あるいは座学を通じて学んだ見識を加えただけではないということである。遡れば、節は水戸中学校を退いた明治二十九年の夏、二ヶ月ばかり塩原温泉にて保養した。以来、日本の各地を歩いたと う旅好きの資質や経験が、 後に「乗鞍岳を憶ふ」 （明治四十四年七月、 信州の友人 ・胡桃沢勘内より「焼岳の絵葉 」が届き 直ちに興を起こして詠む）と題して一連十四首となり、続いて「病」の治療や入院に伴う実情絶唱 して 「病中雑詠」 （其一 其二） になったのである。そこには 「既に五十日にも余りぬれば、 我が病院生活も半ば 過ぎ らむと思ふ 、待つ人の遂
つい
に来
きた
らねば徒らに思ひを焦がすに過ぎず、医術の限を竭
つく
し
て後は病
やまひ
はいかに成り行くべきかと心もこころもとなくて、一月廿三
日の夜、いたく深
ふ
くる程に筆をとりて」という「詞書」を添え、 「生
れて三十三年 じめて婦人の情味を解した を覚えぬ」 、 「其の夜はふくるまで思ひの限り長き手紙に筆執りて、生涯の願ひいま一たびおとづれ給ひてんや」 （いずれも前出）に加え、如何ともし難 「病」による深刻な重圧、現実を受け入れようとしながらも諦めきれな 未練や葛藤など、複雑な心情が読みと る。長く綴った「詞書」に続 て詠うた
っている。
　　
・あまたたび空しく門
かど
は過ぎきとふ人はかへしぬ我が思ひ止まず
　　
・つゆ草の花を思へばうなかぶし我には見えし其の人思ほゆ
　　
・
 ここにして来
き
なば来なむと待つ人のここにも来
こ
ねばいつとてか
見む
　　
・山茶花のわびしき花よ人われも生きの限りは思ひ嘆かむ
　　
・我さへにこ 降る雨のわびしきにいかにかいます母は一
ひとり
人して
　　
・山茶花はむなしくなりぬ我が病
やまひ
癒えむと告ぐる言
こと
も聞かぬに
　
以上のような短
うた
歌が「病中雑詠
　
其二」のなかに収められている。
果たして「存命の喜び」どころか、悲愴極まりないと言わずに何と言おう。先師のいう「悟り」とも異なり 病に冒され がらも人を恋しがる切なさ、詠わずにはいられない健
けなげ
気さに溢れており、哀痛を感じ
ないではいられない。限られた「存命」の日々は、無情の煩悶や＂歌の華＂を抱え、孤独に甘んじながら 鍼の如く」に続くのである。
五、絶唱は「鍼
はり
の如く」に
　
長塚節の病気（喉頭結核）は、大正二年（一九一三）の暮れに再発
した。──思えば明治四十四年（一九一一）の八月、咽
のど
喉に痛みを覚
え始め、十一月に上京して診察を受けたところ、喉頭結核 疑いありとの診断にて、翌 から東京は中根岸の根岸養生院に入院して治療を始める。後に黒田てる子との婚約を、 病気を理由に解消を申し出て 「病中雑詠」 （其一、其二）の創作に及んだということは、すで 述べた
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通りである。　
明治四十五年（大正元年、 一九一二）の二月に根岸養生院を退院し、
一時帰郷したものの、三月になると東京の夏目漱石に、九州大学の久保猪之吉博士への紹介状を書いて貰い西へ向かう。その途中、京都医大病院に入院、手術を受けた 四 は九州の福岡に下り、九州大学附属病院で久保博士の診察を受けたあと、九州各地を巡り、別府から松山へと海路を渡り、向かい 宮島、尾道などを経て、関西各地を歩き、岐阜を通り、九月に帰郷した。　
大正二年（一九一三）の三月には再び九州に向かい、九大病院で久
保博士の診察を受けた。四月に福岡は博多を発ち 再び宮島から神戸、京都、奈良などを巡り、出雲ま 足を延ばして四月末に帰郷した。十二月上京して、喉頭結核の再発のため、東京は神田の金沢病院にて診察を受け、悪化しているということで、一旦 あと 入院。この入院の前後から創作 興の溢れるま に詠い続ける。翌大正三年三月には神田 橋田内科医院に入院。病状を見ながら六月に 三
みたび
度九
州に向かう。その途上や九大病 の久保博士 診察を受けながら、九州各地を巡ったもの 、 病状の悪化とともに十二月を迎える。従っ 、半年余りの間に身を って体験した病状に関する心境や、各地の旅先にて見聞した感慨などが詠われ 歌集『鍼の如く』 吸収され結実していくのである。 「其一」 から 「其四」 までは、 六月以降 『アララギ』に連載された。結びの「其五」は、翌大正 年（一九一五） 一月、やはり『アララギ』に発表されたのだった。
　
歌集『鍼の如く』は、大正二年の十二月の上京から入院、そして翌
年の六月には九州に下る途上や、九州各地を訪れた時の心境や感慨を秘めた絶唱であるということは重ねて言うまでもない。だから、歌集『鍼の如く』 （全二三一首）は、心血の結晶であり遺作である。それにしても私は、こ 歌集の特徴を「写生」を超えた叙情の粋であり、叙情の華である、と言いたい である。　
それでは歌集『鍼の如く』のなかから何首かを紹介し、歌人・長塚
節の面目躍如にして真骨頂を偲ぶ因
よすが
縁に供したい。まず、 「其一」の
なかの「一」とした三首は 次の通りである。　　
・白
しらはに
埴の瓶こそよけれ霧ながら朝はつめたき水くみにけり
　　
・曳き入れて栗毛繋
つな
げどわかぬまで櫟
くぬぎはやし
林はいろづきにけり
　　
・無
いちじく
花果に干したる足袋や忘 けむと心もとなき雨あわただし
　
如何であろうか。この三首に先立ち、 それぞれ 「秋
しゅうかいだう
海棠の画に」
（注４）
「りんだうの画に」 「夜半ふとおどろきめざめて」という「詞書」を添え、短歌の由縁や出処を示しながら詠い続け、短
うた
歌そのものの充実ぶ
りや、透徹した気品を感じるのだが、どうだろう。冒頭の一首は、節の代表作として人口に膾炙され、愛唱されている。それだけ評価が高いという証左であり、 「写生主義」を超えた 叙情」 台頭にして具現であり、 「冴 」の余韻であろう。　「写生」から「叙情」への推移や進展は、急な思いつきではなく、試行錯誤を続けて た発酵や熟達に等しい。例えば、 『アララギ』仲間である、長野県諏訪在住の久保田俊彦（島木赤彦）に宛てた書簡
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のなかに、 「歌は只文章にいふことを、其儘三十一字にしたるのみにては洵に興味索然たるべく候
　
大兄の近業はおほく、此の普通なる文
章中の普通 る数語を排列したるが如く相見え申候
　
等しく目に映ず
る処のも 、一たび作者の頭脳を透して現はるる時 所生命を有せざるべからず、即ち作者の主観が濃く又は薄く表はれねばならぬものと存じ候
　
此の点に就いて小生の昨年あたりまでの、唯々自然の材料
にのみすがりたる写生 歌は全くつまらぬものと存じ候
　
其材料はつ
まらぬものでも、其人 見様如何にて、一首のうち一句 生命を保たしむるものをも得べくと存じ候」 （明治四十年十月二十八日付け、下諏訪町高木在住。 『全集』第六巻二一〇頁）などと伝えていたことを思いださずにはいられない。だから、山川草木や人事を素材にして詠んでも「写生」の短
うた
歌もあれば、主観を施した「叙情」の短
うた
歌もある
ということである。その素材のみで短歌の特徴を評しては らないということでもある。つまり、 「乗鞍岳を憶ふ」 （一連十四首）に始まり、「病中雑詠」 （其一、其二の計六十五首）を経ることを必然の階梯にして、歌集『鍼の如く』 （其一から其五まで 計二三一首）に至るという忍
にんにく
辱の過程が待っていたのである。
　
前述した通り、明治四十四年（一九一一）の八月、咽
のど
喉に痛みを覚
え始め、十一月上京し喉頭結核の診断を受けて以来、入退院や受診を繰り返しながら、大正四年（一九一五）二月八日の長逝に至るま 、一年ごとに九州に南下し、その途上、あるいは二度の帰郷の際には九州にとどまらず、四国や中国 近畿、中部などの各地を吟行よろしく
巡り、創作に努めている。その実作に挑みながら、 「博多からの転送御葉書昨日拝見しました、 （中略）何よりもアララギにはすべてを通じて、澄んだとか冴えたとか ふ分子が殆んど発見されないことを遺憾とします。だから気分とか感じとかいふもので、容易に人の頭にはひり得るものを、無理に押しつけにして居る傾きがあり升
（ママ）
」 （大正三
年九月七日付け、日向青島より古泉幾太郎宛絵葉書。 『全集』第七巻六九六頁）とか、同じ には平福百穂に宛てて「アララギには澄んだとか冴えたとかいふ分子が見当らなくて困 ています。 （中略）どうか大家に成らないで下さい。実質が最後の勝利を占 るのです」 （日向青島より絵葉書。 『全集』第七巻六九七頁）と伝え、 「凡ての芸術は『冴え』があつて活きる、短歌の雑誌を見る毎に此の『冴え』のある作品を発見してさうして十分の尊敬を以て之に対したいと念じる。これは決して小 な問題ではない」 （大正三年九月×
（ママ）
日 〈十九日か、
筆者注〉付け、齋藤茂吉宛書簡。 『全集』第七巻七〇二頁） どと、自らの境地を記述している。　
さらに、二ヶ月後の十一月三日付け、平福百穂宛の書簡には「小生
は近来どうしても絵画には主と 気韻生動を尊重致度、 （中略）すべて気韻の生動せるを覚え申候
　
同時に小生にはそれ等の画家は悉く
製作の当時に於て、所謂其描くべき対象物に乗り移りたるものなるを思はしめ申候
　
奈良あたりの彫刻を見ても、すべて此感をたしかめる
のみに有之候
　
作者の乗り移つたる作品にしてはじめ 気韻の生動を
見るべくと小生は固く信じて疑はず候」 （福岡市平野旅館より
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第七巻七二六頁）と伝え、自らの信念で創作に徹していた様子が伺える。だから、各地の名所旧跡の探訪はもとより、当地に残っている歴史的な建築や絵画彫刻を見学しながら、 「冴え」の境地を体得したり、「対象物に乗り移る」ことによって引き出される「気韻生動」の真理を追究したりと、 「写生」を超えた「叙情」の真髄を追求していたことが察せられる。従って、節の旅は物 遊山ではなく、初期の「写生主義」から「叙情」 、短歌から紀行文、紀行文から小説、小説から再び短歌へ 、創作の道に徹するための真摯な修業であったということである。その究極が、一年余りの間に結実させた歌集『鍼の如く』であり、刻苦奮励に努めた余命の所産であった、ということ る。そこには旅先の地や、眺める対象物に「乗り移り る 「澄んだと 冴えたとかいふ分子」に導かれた、 「気韻生動」の漂う絶唱である。それでは節の「叙情」に満ちた数首を読誦し、我が人生の惜別のときを受け入れたい。　　
・球磨川の浅瀬をのぼる藁
わらぶね
船は燭
つけぎ
奴の如き帆をみなあげて （其一）
　　
・
 草くたびれ
臥を母とかたれば肩にのる子猫もおもき春の宵かも（其一）
　　
・いくたびか雨にもいでて苺つむ母がおよびは爪
つまべに
紅をせり （其二）
　　
・
 単衣着てこころほがらになりにけり夏は必ず我れ死なざらむ

（其二）
　　
・
 硝子戸を透
すか
して蚊帳に月さしぬあはれと言ひて起きて見にけり

（其三）
　　
・
 白蚊帳に夾竹桃をおもひ寄せ只
ただ
こころよくその夜ねむりき

（其三）
　　
・
 油蝉乏しく松に鳴く声も暑きが故に嗄
か
れにけらしも（其四）
　　
・
 白しろがね
銀の鍼打つごとききりぎりす幾夜はへなば涼しかるらむ

（其四）
　　
・
 霧島は馬の蹄
ひづめ
にたててゆく埃
ほこり
のなかに遠ぞきにけり（其五）
　　
・
 手を当てて鐘はたふとき冷たさ 爪
つま
叩き聴く其のかそけきを

（其五）
　
などと、 「其一」から「其五」の順に、合計二三一首（其一が
四十七首、其二が四十首、其三が三十五首、其四が三十九首、其五が七十首）並んでいる。短
うた
歌によっては、それぞれ「病院の生活も既に
久しく成りける程に四月廿七日、 夜おそく手紙つきぬ、 女の手なり」 「五月六日、立ふぢ、き せん、ひめじをんなどくさぐさの花もて来てくれぬ、手紙の主な 寂しき枕頭にとりもあへず」 「草の花はやがて衰へゆけども、せめてはす 透りた 壜の水の たらしきを欲すと」などという「詞書」が添えられている。この「詞書」の記述や絶唱に至る背景を、年譜を とに繙けば 大正三年三月、東京は神田の橋田内科医院に入院。その入院生活も一ヶ月半余 過ぎた 四月廿七日、夜おそく手紙つきぬ 女 手なり」という「手紙」の差し出しは、去る明治四十四年の十二月 婚約解消を申し出た相手の黒田てる子であった。そこで節は詠
うた
っている。
　　
・
 春雨にぬれてとどけば見すまじき手紙の糊
のり
も剥げて居にけり
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
（其一）
　
その手紙はどんな内容だったのであろうか。それは、てる子への思
いを断ち切れなかった節が、画家でもあった平福百穂に頼んで、表面に絵を描いてもらった毬を、 てる子に贈っていた礼状であったという。五月 入ると、 る子は家人に秘して見舞いに訪れ 。その時 恵まれた色々な花 目前にした節は、これまでにな 感傷的な心持ちの溢れるままに、恋情や慕情の なさに煩悶し、叙情の発露に至ったということである。　
そして、 大正三年の 「五月六日」 には、 前述した 「詞書」 の通り、 色々
な花を抱えて黒田て 子が見舞いに訪れたというのである。　　
・薬壜さがしもてれば行く春のしどろに草の花活けにけり （其一）
　
やはり、またしても「五月十日、復た草の花もて来てくれぬ、鉄砲
百合とスウヰトピーなり、 先のはみな捨てさせて心 すがすがしきにいつの間にか大き る百合の蕾ひそかに綻びたるに」という「詞書」を添えて詠うのだった。　　
・こころぐき鉄砲百合か我が語るかたへに深く耳開き居り （其一）
　
これらの短歌こそが恋情や慕情の絶唱にして、叙情の披瀝でなくて
何であろう。六日の「立ふぢ、きんせん、ひめじをん」 しろ、十日の「鉄砲百合、スウヰトピー」にしろ、短歌のなかの「花 は 黒田てる子の別称であり比喩である。だから、黒田てる子という を咲かせるかのように、叙情の世界を創造し、黒田てる子とい 花 共に存命の世界に寄り添おうとしたのである。
　
節はまた、 「物質上の損失はおほくは同情者の手によりて容易に補
給せらるべきも、精神上の欠陥は同情者の手によりて凡て直ちに解決せらるべきものなるべからず、如何に深厚の同情と雖も其効果は概ね甚だ僅少なるべきなり、然れども其効果の僅少なるが為に遂に人間至高の価値を没却す からず」という「詞書」を添えて、　　
・いささかのことなりながら痒
かゆ
きとき身にしみて人の爪ぞうれし
き（其二）　
と詠っている。この短
うた
歌もまた、事実の描写であり叙情の一端であ
る。 「詞書」の趣意は、短歌の叙情を包み、生態の真実である。これはまた、三十六歳にして余命を断ち切られた者の達観であり哲学である。その短
うた
歌の数々は、可
あたら
惜命の代償であり、救済を賭した心血の結
晶である。　
節は、旅の途上でも詠っている。例えば、 「大正三年六月八日、山
崎を過ぎて雨おほいに到る」という「詞書」を添えたうえで、　　
・天
あまぎ
霧らふ吹田茨木雨しぶき津の国遠く暮れにけるかも

（其五）
（注５）
　
と詠い、翌日の「九日 三たび播州を過ぐ」という「詞書」に続い
て、　　
・播磨野は朝
あした
すがしき浅霧の松のうへなる白鷺の城（其五）
　
という一首を残している。
　
こうして、歌集『鍼の如く』の巻末に 前年（大正二年）三月、
九州は博多の九大病院にて久保猪之吉博士の診察を受け あと、四月
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に博多を発ち、再び宮島、神戸、京都、奈良、出雲などを巡りながら帰郷している。その旅のなかで詠ったのであろう一首を、 「詞書」を添えて載せ 「詞書」には、 「十九日、よべはおそく香住といふところ やどりて、 応挙の大作をみむとつとめて大乗寺を訪
と
ふ」
と書かれている
（注６）
。そして、短歌が続く。
　　
・菜の花をそびらに立てる低
ひくやま
山は櫟
くぬぎ
がしたに雪はだらなり （其五）
　
この一首をもって、歌集『鍼の如く』 （全二三一首）を閉じている。
　
長塚節は、先師・正岡子規の教示によって目覚めた「写生主義」か
ら、苦悩や試練、試行の過程を経て、自らの体得によって「叙情」を誘う手法を獲得した。その晩年は病に冒され、 「死期は序を待たず。死は、前よりしも来たらず、かねて後ろに迫 り。 」 （前出）と重ねて記すまでもなく 限られ 時間や余命を啄むかのように、創作のための忍従一途の日々を承知しなが 疾走したのではなかろ か 節 人生は、生死 如と言われるように、生のときは生しか いのであ 、死ぬときは死しかないのだから、生をよく生きたということである無常の生をよく きたと うことは 蝕まれていく 意識しながら恋情や慕情、 叙情を醸し、 「乗鞍岳を憶ふ」から「病中雑詠」 （其一、其二）を経て、歌集『鍼の如く』 （其一〜其五）に至るまでの四年余りの間、精力的に絶唱し続け、多 の短
うた
歌を遺したということが何よ
りもの証左であり、珠玉の至宝である。　
──こうして、 「恋愛は人世の秘鑰である」 （北村透谷「厭世詩家と
女性」 ）という意味深長な名言と共に 恋す 者 不自由である、と
いうほろ苦い教訓を知った。だから、貴重な文学遺産について鑑賞できる有り難さを思い、先人の遺徳を偲び偉業に感謝したい。
（ちば
　
みつぎ・高崎経済大学地域政策学部教授）
〈注〉（１）長塚節の短歌は、 「詞書」も含め、すべて『長塚節全集』 （春陽堂）第三巻の各頁
から引用した。仮名遣いだけを原文通りにと心掛け、名残りをとどめた。猶、 『長塚節全集』に限って『全集』と簡略した。
（２）節が「おとなひて」という家は、 東京市下谷区上根岸（現、 台東区根岸二丁目）で、
通称「根岸庵」 。現在、 「正岡子規旧居」 （東京都指定史跡）として保存されており、見学できる（有料） 。 「竹の里人」 は、 子規の別称。また 「やまひの床」 「病む人」とは、すでに肺病に結核性腰椎骨カリエスを病んでいたということである。
（３） 「あけ」とは、 赤い色」のことで、 「元気を出せ」という意味が含まれているの
だろう。
（４） 「秋海棠の画に」とは、日本画家であり、アララギ派の歌人でもある、平福百穂
が描いたものである。平福百穂は、小考のなかで節の書簡を引用するうえで、宛先人として登場した。
（５） 「津の国」とは、 「摂津国」の略称にて、一部は今日の大阪府、一部は兵庫県に属
していた。
（６） 「香住といふところ」は、日本海に面し 但馬松島」と呼ばれる風光明媚な景勝
地を擁 る 現在、兵庫県美方郡加美町となり 「大乗寺」は日本海に注ぐ矢田川沿いに近い。
附記
　
本誌『地域政策研究』第十五巻第二号に、筆者の小考も載せて戴きましてあり
がとうございます。関係各位に御礼を申し上げま 。
　　　
当の小考は、三瓶憲彦先生に永年にわたりお世話になって参りました筆者の、
せめてもの感謝の意をお伝えしようとまとめたものでございます。文字通りの小考ですが、それでいて御礼に代えられる何ものもありませんの 、失礼をも顧みず、三瓶憲彦先生の益々の御健勝を祈念申し上げながら捧 次第であります。
　　　
三瓶憲彦先生
　
長い間ありがとうございました。
　

千葉
　
貢
　
謹識
